
■ここでは、普段見る機会があまりない新ひだか町の特産品である“デルフィニウム”が生産される過程をご紹介します！

１． 作業内容

　〇種まき

　　トレーに土を入れます。その後、種を一粒ずつ入れて大事に育てていきます。

　■作業の流れ 　　【作業手順】

・育苗用（花き専用）の培土をいれ、余分な土を

　落とします。

（A～B）

・種を1粒ずつ入れます。

（C～D）

・通気性などに優れたバーミキュライトで種が隠れ

　るようにかけ土します。

　かけ土するバーミキュライトはふるいにかけて粒

　の大きいものを選びます。（E～F）

・水をたっぷりかけます。

　あとは芽が出るまで一定期間育苗ハウスで管理し

　ます。（G～H）

◎ポイント

　育苗ハウスでは温度を20℃～30℃に保っています。

※種の種類にもよります。

２． 次回の作業

　〇「鉢上げ」作業です！

✿ ✿✿ ✿
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作業内容等は、次号に記載します。乞うご期待！

●トレー１枚に406の穴があるので、とても繊

細な作業となります。
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〇バーミキュライト(ひる石を高温加熱した

物)は、通気性、保水性、保肥性に優れており

実験センターではこれを育苗に使用していま

す。


